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化
さ
れ
_'て
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.
.個̂
人
的
經
裤
活
動
-0
範
圍
は
银
:^
^
し

，
て

大

な

る
^

^
ガ
:^
り

.'d
k
業
.者
の
經
濟
行
lr
及
'び
#
成 

と
全
體
經
濟
と
0 :
關
聯
ば
こ
れ
を
銃
計
的
に
调
宠
す
る
事
甚
だ
闲
難
ゼ
：あ
る
':
0
被
が
當
馮
が
.不
備
な
資
料
#

ら
大
膽
^

.て
：る
の
：危
_

指
摘
ん
>
官
僚
|
|善
主
|
|を
排
擊
し
て
ゐ
る
の
は
、
：
現
下.の
«
勢
に
鑑
み
て
逋
だ
適
：切
尨
所
說̂
'«
被

.^
ば
な
：ら
ぬ
0 

:
酋
良
卷
末
核
附
さ
れ
だ
文
献
は3:
百
杧
達
1>
、
\最
近
問
題
1と
.さ
：れ
龙
統
計
學
關
係
の
生.要
著
作
は
殆
,
.網
羅
さ
れ
：て.ゐ
：る
.0
^̂ 

米
の
文
献
<0
.極
め
て
乏
し
ぐ
、^

ぁ̂
た
り
の
そ
れ
の
全
く
省
略
さ
れ
て"ゐ
る
0
.は
遺
撼
で
ぁ
る
。
::
:
.
.

IViervyn 

r
r
o
b
a
u
g
h
'

 Ecotio

日ics 

fpr 

E
v
e
r
y
b
o
d
y
:

 

f
r
o
m

 

the

. 

.

.

.

.

.

. 

• 

.

.

. 

' 

* 

-

-

-

-

-

,

.

 

.'

Pyraniids 

to/
t
h
e Sit-Down.Strike, 

I
9

3
7

V

-;

;•
- 

. 

- 

 ̂

 ̂

-

 
J

.

.

.

 

.
V

 

 ̂
 ̂

.

.

.

.

.
V
.
: 

..
.■
:.
.
':.
;

:
.

r

.

:

,.
.

.

 

.

 

•

:
. 

'.

1

「

誠

」

1:
ト

郧

.

.ニ
；

.

1. 

^

.

.

V

.' 

... 

,
:
.

:.
:
.'.
'
:'

'

■:
>.:
.-

:

•

,:■
■'■ 

- 
0.
 

.- .

■

'

T

■•.
:
-
.
; 

.

.

. 
:■
:

 

.,'
■
.
.
•
■

,
. 

. 

\ 

.
'
ぐ.

.
'
.
■

 

.
'
.
.

V本
書
は
物
語
風
に
極
め
て
平
易
に
書
か
れ
た
經
濟
.思
想
史
で
あ
：る
'0)

著
者
は
-
千
九
1'
|
十
六
年
、
米
國
只
タ
ン
.フ
ォ
1
K
大
學
に 

.於
い
で
哲S

博

士

，の
：學

位

を

授

け

ら

れ

、

ィ

ン

#

ィ

-7
ナ
.大
擧
及
び
ゥ
者

ト
ン
.

y

1

8に
於
い
て
敎
硬
を
執
れ
る
入
で
.あ
る
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琴
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■

へr ベ
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"
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.
.

:著
者
は「

經
濟
學
ほ
柬
洋
.̂
'
起
つ
セ
：
;/
'
西
方
に
移
.:
0
た」

と
做
し
て
、
先
づ
埃
及
人
、~巴
比
倫
人
及
：び
希
伯
來
人
の
.經
旖
思
想
に
筆
を 

起
す
。.彼4

は
：言
ぅ
、
K
ラ
ミ
ッ
^
が
國
-$
-等
の
遺
骸
を
葬
る
墳
墓
と
七
：て
役
立
づ
た
こ
と
は

一:

般
に
知
ら
れ
て
ゐ
る'が
、
.

是
れ
等
の 

驚
く
可
老
記
念
物
の
逾
設
が
又
、
：絕
ぇ
ず
樣
及
人
を
惱
し
つ
.1
-
-ぁ
：つ
た
經
濟
問
輝
の

〉

一
ろ
を
：解
決
^
ん
と
す
：る
彼
れ
等
の
：企
圖
を
反
映 

す

る

.0
事
實
は
さ
ま
で
多
く
悟
了
せ
ら
：る
么
.'こ
と
が
な
^.
と
0
:故
及
人
ぬ
農
業
民
族’で
：あ
ら
^̂
^

愧

質

を

有

す̂
も

0'
:で

ぁ

：
つ

た0
是

：
に

於
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、
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王
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を

與

：
へ

ん
.ぬ
.七

を

企

圖

し

：
た

ぬ

赞

あ

る

0
:
会

lylecy^n 

c
r
o
b
a
u
g

-tr
,

相 

c
o
n
o
3

*R
'
-
.
s 

tpr 

E
v
e
r
y
b
o
d
y

 

f
r
o
m

 

the Pyramids to 

the 

s
-
t
6:
p
w
n 

strike,. 1
:
9
3
7
,

T-
*

三
 

一
 

0 
一
一
 

拽 
一
 
0



..
M
e
r
v
y
n
n
r

o.baugll,'.Econo 
日 ics .for .Everybody ..from th.e:.pyra 

目
 ds. 

t
o
.
, 

the ..wit-Down. Strike, ...19S7..1.

三
：
-

.

一
"

sn.l.)

狙
ひ
、
十：！代
に
於
い
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す
ら
或
る
種
の
經
濟
的
許
#

(

汽
6
1
1
0
日
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y
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n
g

)

の
行
は
れ
た
る
こ
と
を
强
調
し
、
埃
及
の
.金
字
塔
を
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つ
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て
、
.人
民
に
職
を
與
'ふ
る
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■
的
と
す
る
公
事
業
の
畏
期
計
®
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を
表
示
す
る
も
O '
と
說
きr

現
代
と
の
類
似
$ :
•

指
摘
す
.る
に
急
で
-̂

つ
て
、
彼
れ
自
ら
充
分
に
：意
識 

:し
な
#
^
が
3
輿
.ハ
：讀

者

の

法
»

を
古
代
社
會
.に
於
：け
る
勞
轉
の
性
質
と
現
代
に
於
^

る
共
れ
^

の
|1
1]

:c
:
;と
.な
t
e
輙
も
す
れ
ば
: '
埃
及
.玉
の
：起
せ
#

ビ
，ラ
'キ
ッ
ド
®
設
の
事
業
を
以
ク
て
今
日
の
先
業
救
濟
ひ

虜
れ
あ
る
ね
と
を
菩
人
は
遺
憾
厶
す
る
？
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■着
者
は
又
、
同
一
の
筆
法
を
以
つ
て

—

其
の
兄
た
ち
の
爲
め
に
ィ
シ
マ
土
ル
人
に
賣
ら
れ
て
ノ
埃
及
に
至
り
、
國
玉
の
侍
衛
長
の
奴 

_
也
爲
り
、

)

國
虫
の
夢
を
判
じ
て
、.埃
及
の
：金
地
に
七
年
の
大
豐
作
の
後
に
ノ
七
年
の
凶
作
起
'る
可
き
こ
ど
を
豫
言
#
る
希
伯
來
人
ョ 

セ
ヶ
を
以
づ
，で
 

> 勒
期
の
經
濟
觀
测
家^
做
^
て
ー
ゐ
.る
。
而
し
.て
、
：
ョ
セ
：̂

た
策
は
、
.實
.：に
七
年
^
璺
平
中
に
國
內
の
五
分
の 

i

の
M
食
を
歛
め
て
、
之
れ
を
邑
々
に
藏
し' 
來io

可
き
饑
儘
に
備
ふ
る
に
在
：つ
た
。
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著
者
は

-1
,安
息
年」

(

3&
げ
ミ
1
1ye

a
o

o
制
度
を
以
つ
て
、
寧
ら
七
年
目
每
に
其
の
债
務
者
を
釋
放
す
可
き
こ
と
を
宣
言
せ
る
も
の
と 

看
做
し
、
'斯
制
度
が
固
と
.、
土
地
ぬ
所
有
者
を
し
て
六
ヶ
年
間
は
其
の
土
地Q

上
に
播
種
し
收
瘦
す
る
の
權
利
を
有
せ
し
む
る
も
、
七 

年
目
に
は
必
ず
其
の
土
地
：の
耕
作
を
廢
虫
し
て
、
之
れ
を
休
養
せ
し
め
、：
而
.し
て
同
年
內
に
土
地
の
生
産
せ
る
物
^
!
し
て
主
士
し
て
貧 

民
の
權
利
に
齡
せ
し
む
可
き
旨
を
定
め
た
も
の
で
ぁ
る
こ
と
を
忘
れ
た
る
が
如
く
で
忠
る
。

^
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債
務
の
解
除
は
、
寧
ろ 

該
制
度
の
適
用
範
圍
擴
張
に
曲
る
も
の
で
あ
る
。
'

-

こ
.

'

■著
者
：.は
第
1
,
1
:
章
に
於
い
て
^
希

躐

哲

學

者

等

の

：經

濟

思

想

に

就

い

，て
述
：
べ
，、

利

子

の

徵

收

'に
關
す
る
テ
リ
ス
>.
テ
レ
ー
ス
の
觀
念
の 

重
要
性
を
認
め
た
t
と
は
固
よ
り
當
然
.

Q

事
で
あ
る
が
、
而
も
、
此
の
.大
皙
學
者
が
貸
金
業
を
以
つ
て
、
人
爲
的
形
態
に
於
け
る
取
財

術
の
極
端
れ
'る
發
達
と
做
し
、
：是
れ
を
以
や
て
、
徹
頭
撤
凰
、.
不
自
然
に
し
.て
紙
惡
ず
可
き
.も

.

の
一
と
說
ぐ
に
當
り
、
特
に
ボ
金
貸
業 

務
し
な
'る
文
字
^

使
«

し
、
大
命
_

業
務
"
.に
之
れ
^ -

錄
用
す
.
る
を
避
.
.け
た
る
の
^

し
で
：

一

ニ
切
の
利
附
貸
牯
を
非
難
す
^
に
：ぁ

つ

た

巧

若

し
'く

ば
'又
v

m
に

高
_
:ゆ

利
^

を
排
房
ザ
^
に
*
つ
；た
か
^
考
察
す
：る
こ
と
な
か&
し
を
聋
人
^-
不

滿

と

す

る

も

の

，：で

ぁ

る

：
0 

.
へ.

，
。
ぐ

へ,，

:

r'
f
: 

•..
,
•
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V 

- 

■

.第
三
章
に
於
^
て
.，
%
苕
は
.羅
馬
時
代
に
論
入
^.
、〕

：羅

馬

親

に

於

け

る
|©
'
:
-
級
的
分
離
が
主
と
し
て
パ
：：
>:
リ
^
キ
.
ィ

即

ち

貴

族

皆

級
 

(

s

s-
t
-;
H
i
c
^
n
^
: 

ol;

«'!'oble 

d

l

)

及
び
：グ
レ
ブ
ス
即
ぢ
呢
民
大
衆

(the.:plebeians'o

^; th

a>m
a
,
s
s

.ac
o
m
m
o
n
d
e
o
p
i
e
,
)

を
代 

表
し
つ
■̂
.ぁ
る
巢
團
；の
間
ね#:
し
た
と
說
ー
て
：ゐ|
.
.
:
么
>?
s

o
 

:
斯
<,
の
如
き
味
、'ー
寧
み
通
說
と
觀
る
可
ぎ
が
如-<
;
で
あ
る
が
、
0 

人

は

此
-0
動
に
關
し
て
%;
■
亦
、
奚
論
な
き
紅
得
な
：沒

パ.

民
i
.政
權
な
き
獨
立
の
良
曲
玛
と0.
間
0,
岡
爭
で
あ
る
:0
而

し

て

其
.0
究
竟
.の
結
_

_と
等
し
く
、
政
治
上
の
其
れ
に
於
い
て¥
亦
'-
;
'
完
金
.
る
平
等
^
 ̂

單

，
一

な

る

羅

馬

市

民

と

或

；

^
る
こ
.々
で
あ
る
0
M -
し
て 

此
.の
パ
ト
リ
ッ
'恥
'ィ
"
ブ
レ
ブ
ス
雨
階
級
の
一
致
が
成
立
じ
て
後-̂
-幾
許
も
な
ぐ
士
是
机
等
離
級
中
の
富
裕
な‘
者
か
ら
统
た
な
る
. 

:費
族
は
形
成
也
^-
れ
て
、
'其
0;
黨
與
の
爲
^
に
.ぁ
ら
ゅ
.る
地
位
を
略
敗
ず
る
に
垄0
た
0

ぁ̂
'る
ネ
.此
0;
:奮
貴
族
が
大
地
主
及
び
金
持 

の
新
^
級
に
融
合
し
て
出
來
上
つ
だ
新
た
な
る
貴
艇
が§s
ew.
で
瓜
る
。
即
ち
、
ブ
ド
ブ
ス
の
勝
利
が#-
ら
れ
た
時
-:
'
'彼
れ
等
.の
« 

:袖
は
舊
貴
族
と
.結
合
じ
て
新
た
な
ふ
貴
族
を
發
泶
せ
し
め.た
の
で
お
：る
，0紀
.元
前
コ
|百

六

十

七

年

：
の

ダ

ギ

--
ゥ

ろ

寒
 

の
.通
過
後
、.
パ
ト
リ
'
,ッ
キ
ィ
反
び
ブ
レ
ブ
ス
の
雨
黨
は
共
に
分
裂
を
注
ず
る
杧
至
づ
た
の
で
ぁ
る

^
而
し
允
吾
火
が
曾
^

:於
3
で
?1
'
た
ふ
が
如
く
、
ブ
レ

ブ
ス
中
の
.右
翼
た
み
富
#
は
同
法
の
通
^
^
V 

;

彼
れ
等
狀
贏
ち
：得
於
る
政
治
的
平
等
、
へ
官
職
に
就
.き
得
ノ 

る
の
資
格
を
以
づ
セ
悉
ぐ
滿
足
し.、
.«;
&'
に
是
れ
以
上
.の
何
物
を
も
要
來
し
來
ぅ
と
ば
し
な
か
つ
た
に
汊
し
、
.案
與
た
：る
貧
民
は
政
治_

O
B
^
d
^
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w
^
w
o
^
a
^
o
w 

^
0
«
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的
平
等
の
略
取
を
以
つ
て
更
ら
に
共
れ
以
上
の
發
展
の
'
前
奏
曲
と
.

看
做
し
、
或
ひ
は
是
れ
を
以
つ
て
社
會
革
畠
の
骱
衞
戰
と
す
ら
觀
ん
' 

と
し
た
の
で
、あ
る
。)

：

.

■ 

,/

著
者
ダ
ロ
バ
ッ
フ
傅
士
は
叉
、「

。フ
ロ
レ
タ
リ
ア」

を
.以
つ
て
、彼
れ
等
の
子
银
、
即
ち
プ
ロ
レ
ス
の
外
、
興
の
#
在
を
保
證
す
可
き
何 

物
^ .

も
有
サ
ざ
る
も
の
.と
做
し
、て
ゐ
る
。(

p
.

 

4

4

0

0恐
ら
く
、
博
士
は

p

- sl
e
t
a
r
i
u
s

な
る
語
を
以
つ
て
.
、
子
女

0_
父
た
る
：.に
_
ク 

■

て
の
•
み
國
家
‘に
奉
仕
し
得
る
者
の
義
な
り
と
做
す
從
來
の
通
說
を
其
の
儘
に
踏
興
し
て
居
る
の
で
ぁ
ら
ぅ
が
"

然

も

、.:
'
;
透

般

办

見

解

に
 

.'

對
し
て
、
是
れ
を
以
つ
て
、
.自
己
の
土
地
に
定
住
す
な
裕
福
な
る
納
税
市
民
、
，即

ち
I

I

の
相
續
權
を
剝
奪
せ
：ら
れ
た
る
子
孫 

マ
を
意
味
す
る
も
の
と
觀
る
の
意
見
.

_

第
に
有
力
と
爲
り
つ
\

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
. 

. 
V

:

.

.

U
 

\
 

- 

ノ

バ

• 

■

;

'•
.

ぃ
.
第
四
葶
に
於
い
て
、ぐ
著
者
は
中
嘥
-.

0
塞
督
敎
經
濟
學
說
を
述
ぶ
る
に
當
つ
て
、
終
始「

諸
敎
父(

t
h
e
o
h
u
t
c
h

 

F
a
t
h
e
r
s
)
」

の
經
濟
理 

'
.

論
把
な
言
辭
を
锒
用
し〜

基
督
敎
理
^

確
立
先
る
諸
敎
父
の
經
濟
思
想
と
.
恶
督
敎
理
の
支
配
下
に
古
代
哲
學
を
洱
坐
せ
じ
め
是
れ
等 

:

,;
.11體
の
敎
理
が

6>
-
-
究

竟

科

學

の

單

一

哿

遍

の

體

系

を

構

成

し

ょ

ぅ

と

し

た

ス

コ
ラ
辎
學
胬
の
興
れ
と
の
間
に
區
別
を
立
て
な
か
つ
た
と 

:

.

.
:

i

^
 

• 

•

,

:

著
者
は
又
::
;
>諸
敎
父
：が
利
附
貸
付
に
對
レ
て
反
對
の
態
度
を
取
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
斯
く
の
如
き
態
度
は
大
部
分
、
‘此
の
時
代
に
於 

,:
け
.る
貸
付
の
最
多
數
が「

消
費
貸
付」

で
あ
つ
た
事
實
に
邀
け
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。(P. 

5
0
0
0

斯
く
の
如
く
當
時
に
於
け 

.る
翁
務
.の
：
性

質

吃

ょ'つ
て
中
世
の
利
.子
禁
止
意
見
を
解
釋
せ
ん
と
す
る
の
論
は
、是
れ
迄
、幾
多
の
學
者
に
ょ
つ
て
屢
>
試
み
ら
れ
た
所 

:

.

で
_

る
が
、'裁

は

這

般

：
の

單

純

な

ざ

論

據

で

は

、
；

_

底

、
'
:西

紀

第

蟹

：
#

«
の
«

か

^

#

ぬ

崚
 

..
/

對
す
ざ
般
度
を
解
釋
す
を
こ
と
を
得
ざ
^'
も

；の

で

あ

る

と

考

へ
'る
o

il
t
.の

點

：に

關

す

：を

詳

細

の

議

論

は

今

は

之

れ

を

：避

げ

^

ヾ

.

:

博
士
ほ
中
世
の
时
£

顯
著
と
爲
れ
ざ
乾
重
要
な
る
經
濟
敎
理
を
_

つ
て
、：.：恐
ら
<

は
公
疋
若
し
く
は
自
然
實
措
^

說
き
、
而
1>
'
-
.
:̂
:
這
般
の
.公
1£
價
格
は
取
び
物
品
$:
:坐
產
す
"る
€>
:
勞
歡
及
次
費
«;
^
基
く
可
：き
^:
の
*
:̂
<>
:
て
.、
撕

く

で

處

物

の

賢

7«
は 

:

財

貨

其

の

：
：
者

：
に

附

着

せ

^
も

0

あ̂
り
>
#;
贩
的
の
%:
の
ふ
思
惟
せ
ら
れ
た
と̂

て̂
ゐ
.る
0 (P:.

01
1
^
;斯
<:
;
0:
^
,
解
釋
ぼ
ア
ル 

.

ベ
ル
ッ
ス
ノ
マ. 

'
グ
.ヌ
ス
'の
所
論
に
は
；

Ci

て
.嵌
る
'が
、
而
も
歡
れ

.
'
'.ぐ-
.
. 
一.
.
.
.
.
-
,
. 
•
 

- • 

. 

.

.

. 

• 
•»
 

' 

»

.
當

せ

ざ

る

も

の

で

あ

る

o
 

,

吾
人
は
初
期
0

敎
理
.

に
.

齡
^

る
最
^ '

重
寒
^ ;

-

る

修

.取

‘輕
視
し
、，

(

固
ょ
0
費
用
比
猶
ほ
依
_
と
：し
て
價
胳
中
に
算
入̂
ら
れ
は
す
る
が)

”
效

用

を

以

つ

：
て

之

れ

に

代

へ

：

^
:と
^'
:

.

現
れ
た
.こ
：と
を
認
め
な
抄
れ
ば
な
：ら

办.°
,,
;:
-

-
V
. 

V
‘

著
者
.は
庇
園
の「

封
鎖
的
^ *

内
經
濟」

に
就
/ ^

て
--
-
*# .

チ
ェ
V

ン
•
ス
ト 

丨

ア

士

戰

ふ

の

ー

，
助

と
1>
:
.て
少
，く

と

も

中

世

の

“此

.0
訊

分

を

復

敗

す
^ :

を
.以

つ

て

聚

の« -
'
-た

^ :
^ -

0
と
# .

ず

る
&

% -
'

難

べ

て

：ゐ
$ '
o

皮 

.
れ

は

更

ら

：に
、
：；斯

V

の
：
如

き

自

足

自

給

凝

が

失

業

者

を

處

置

す

る

.に
：役

立

も

瘠
m

き
と̂

も

取

ャ

提̂

て

ゐ

る

、.命
後

叉

、.中
：世

の
.ギ
ル

：卞

製

に

就̂

て
.1
言

せ
.る
紙

、

直

ち

に.ギ
：ル
ド
ー
社#'
虫

義

者
«>
最

に

|日
及
ず
：.る
な

ど

、
'著

者

は
 

1

常

にf:

故

事

を

温

尋

し

て

、

又

、

新

事

を

知

る

」

：：の
：心

懸

げ

：だ

怠

つ

：で

ゐ

な

：い

テ

而

^

^

彼

れ

が

遂

ぬ

中

世

定

期

乞

於

け

る

貨

幣

學

說

の
 

■ .

發

達

を

考

察

す

各

と

と

な

ぐ

し

て

止

め

る

は

遺

憾

'で
^
る

な

從

觀

て

か0'
'
-|
惡

貧

：は

良

貨̂

驅

逐

ず

る」

占

做

す

法
-
ゆ

成

也

の

她き
も

、
' 

彼

れ

は
^
!れ
を

第

十

四

世

紀

に

於

け

る
.一
一

n

丨

ル
•
オ
レ
ー
ム
の
著
書
に
覓
め
ず
し

'て
、第
十
六
世
紀
に
於
け
る
サ

1
-
•ト
ー
マ
ス

•グ
.

：

レ 

シ
ャ
ム
の

.エ
リ

ザ

べ

ス

女

王

に

對

す

る

進

'言

に

求

め

る

o 

(P. 

2
.

〕
o

.

S 

■ 

' 

• 

ノ 

' 

、

；

'

第
：

1
.
1

部
.

第
五
^
^寧
^

 

著
者
は
暖
王
的
氣
满
主
義
の
み
を
觀
て
ゝ
本
然
の
意
義
に
於
け
る
重
商
主
義
.
-
. 

^

 

W

0

0

3

0

3

^

s
 

^

0

^
 

 ̂

_ 

一
 

三.
五

(

ニ
 

四
.
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5

、
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:
o
n
o
m
i
c
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w
v
e
r
y
b
o
d
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fr
o
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the P
y
r
amids 

t
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s
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し w

n
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1
9
3
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'
如
ち
齋
人
的
富
商
主
義
を
法
意
'し
で
^ :

な

，

：
彼

板.
_
重
：澈̂

齋
乾
が
条
茫
_

保
*

な
.
の
_

歡

と
-^
で

置
け
る
こ
と

を

說
い
て
ゐ
る
。
重
商
主
義
者
が
金
銀
保
有
の
S

要
な
る
所
以
を
強
調
し
、
#
の
蓄
積
を
確
保
す
る
が
爲
め
に
幾
多
の
規 

制
拘
束
を
證
し
た
こ
，と
は
事
實
で
ぁ
る
と
し
で
も
、
彼
れ
等
の
蜇
視
し
た
の
.：は
金
銀
で
ぁ
り
、
屢
々
：金
ょ
り
%
銀
に
對
し
て
注
意
の 

挪
は
る
i

こ
と
の
■多
か
つ
た
事
實
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
箸
者
は
.
現
代
と
近
，世
初
期
と
の
類
做
を
私
が
る
^

急
な
る
の
餘
り
，
不 

用
意
に
斯
く
の
如
き
文
字
を
使
用
し
た
も
の
で
ぁ
ら
ぅO

博
.士
は
、
世
界
大
戰
從
に
於
い
て
、
，合
衆
國
が
難
商
我
齡
的
歡
膨
策
の
最
も
. 

包
括
的
な
る
行
使
を
行
.
へ
，る
旨
を
指
摘
し
.て
ゐ
る
9
吾
人
を
以
つ
て
觀
れ
ば
、
現
代
.は
於
さ

に
_

1面
に
琢
.い
て
は
節
亂
主
義
时
時
代
を 

:
踏
み
越
ぇ
で
>

是
れ
ょ
り
も
更
ら
：に
丧
き
地
金
主
聽
時
代
に
.復
歸
し

0:
、
ぁ
る
§

 

V
:
' .

- 

.

翁
六
章
は
重
農
主
義
ヒ
當
て
ら
れ
今
吾
人
は
茲
で
は
、も
：つ̂

‘
怫
蘭
西
に
於
け
るH

業
發
痕
策
に
_

け
る
瓤
物
褕
出
.制
贬
の
犠
牲 

と

爲

つ

：た

農

業

資

本
(0
.

利
益
が
自
出
質
易
を
要
求
せ
し
め
た
所
以
を
明
账
に
表
明
し
て
貰
ひ
た
か
つ
.た
と
思
ふ
.
o

#

者
は
第
七
章
に
^
 

い
て
ア
ダ
ム
*

ス
ミ
ス
を
論
じ
、
ス
.ミ

ス
時
代
に
龙
け
る
分
業
の
歡
響
と
_
代
' 0

機
械
エ
業
に
於
け
る
其
れ
と
ぞ
_

比

し

、
、

「

科

學

的

管 

理

法」

や

テ

ク

ノ

：

“
ロ
ヂ
カ
ル•
ア
ン
ゴ
ン
•フ
ロ
イ

メ
ン
ト
に
迄
も
言
及
す
る
。
第
八
章
は
.
マ
ル
サ
ス
の
爲
め
に
割
が
れ
る
。
著
者
は
、
マ
ル 

サ
み
が
餘
程
の
硏
究
と
沈
思
の
後
.に
於
.
い
て
、
ゴ
ッ
ド
ゥ
ィ
ン
等
の
所
論
が
正
し
か
ら
^

る
も
0 ;

で

ぁ

る

と

：云

ふ

結

^ '
に

到

達

し

た

と
 

說
：

S

て
為
る
が
、9

0 0
9

;)

、
而
も
、

マ
ル
サ
ス
の『

人

ロ
論』
初
版
は
決
し
て
彼
れ
が
多
年
思
：索
の
成
果
#

は
& :

く
-

彼
れ
の
宇
近
か
に
. 

存
し
だ
極
め
て
傲
小
ノ
な
る
資
料
に
迤
い
て
帮
さ
れ
た
、.
ど
.ち
ら
か
と
云
へ
ば
輕
い
述
作
ザ
‘

マ
た
;9
:

著
者
は
叉
>

へ>
.
'ル
#

ス
が
：『

人
ロ
：
 

p
j

.,

视
版
執
筆
の
當
眯
か
.ら
收
益
遞
減
紙
則
を
體
得
し
ボ
居
'
っ
_

が

0
妣
ぐ
に
說
^

.
て
ゐ
る
が
、
久
^

に
論
理
上
含
意
.せ
：ら
れ
な
が
“ら
、
.其

<0
.初
版
_中
に
於
い
て
は
明
確
に
叙
述
せ
ら
る
\

.
こ
と
.な
ぐ
、
.
^
版
に
至
づ
て
徵
分
の
明
瞭
さ
を
加 

へ
た
.に
過
ぎ
な
い
も
の
.で
あ
O '
て
：
，

其

：
の

明

1不
は
|.千
/\
百
卞
五
年
：の『

地
代
の
：私
質
也
びH

增

進

の

研
究

』
：：：

に
.俟

た

な

：

け

れ

ば

.
な

ら

.
を

 

> 

-

V
..
V へ

.
-
'
.

を
 

へ
.へ

'
:
:
,
パ

ぐ

‘
:•
•

,

*• ;  

■ - 

■
■
■
■
■

. 

■ 

: 

■-
 

■.
.

ハ̂

ぐ
の
，如
ぐ
菩
人
に
取
つ
て
は
、
”：不
滿
な〕

る
；

i

逾

、
：遺

憾

ど

せ
^ 7
.る
^

不
蓝
確
と
.思
.ぬ
が
1

« ;
取
が
甚
だ
多
：.い
：0
:
で
が
る
が
、 

兎

：に

角

、

「

著

替
0 .

.

筆
は
些
か
の
停
^

^
見
^

し
：^ :
:流
暢
に
走
^

、
&

九
繁
^
於

.̂̂
^

タ
リ
.

シ
、

ハ
.
ミ
-

ル
ト
ン
'、
ゲ
ー
リ
1

及
び
リ
ス
ト
等
の
米
獨
學
者
、
第
十
‘

一
章
に
於
い
て
■

ば
、
サ‘
ン*

シ
.

モ
ン
、
オ
ー
エ
ン
; '

フ
！
リ
エ 

'

等
の
空
想
的
社
會
中
へ
義
者
、
第
十
.1

$ :

に
於
ぃ
て
は
ジ
日

'

ン
•
ス
^

ュ
ア
.

1

-ト
•

ミ
.ル 
>

,

第
十

1
1
,
1

章
に
於
い
て
は
、
力
-

V

ル

ギ
^

論
じ
て
-第
ニ
部
を
終
る
。
文

'

、
••
.;
 
•

 

■ •
.

 

.

.

.

:
四 

.

,

,.
第1 U

部
に
人
つ
で
、
、著
者
は
、：

先
^

第

十

響
'に
_

砮

、：

■

界
效
_

薇
派
、
：.薩

五

章

に^ :
い

七

茁

銃

な

.る
語
を

、

ミ
ル
.以
後

に

於

い

て

-

71
?
典

學

派

の

學

說

を

吏

持

す

る

新

古

典

學

派

の

意

に

解

し

て

'^
る)

^

^
六

尊

に

於

5
:て
> 
ハ
數
理V

.

 

齡

德

擧

者

及

が

泰

嫌

變

胤

鲽

濟

學

者

哎

就

ぞ

で

述

^
る

’
茈
血
^

派

及

汶

进

銃

歡

派

ぬ

鉱

濟

歡

^
長
期
が

時
機
に
於
い
て
.發
泶
す
る
動
搖
を
以
つ
.て
、
.
.一
時
的
で
あ
り
童
要
な
ら
ざ
.る
も
の
と
し
てC

そ
ご
そ
こ
た
之
，れ
を
片
付
く
る
か
.傾
句
あ
ノ 

る
に
反
し
、
景
氣
變
励
學
派
は
-励
搐
が
原
則
で
あ
り
、
WI
液
が
例
外
で
あ
る
と
信
ず
る
の
傾
き
が
あ
る
p(

p. 

100
0
0
0 

.
r
十
七
背f

は「

商
學
部
。
實
際
的
た
'ら
し
め
.ら
れ
た
經
濟
學」

と
題
せ
ら
れ
て
ゐ
る.0

猫
は
此
の
章
を
ー
.

#
而
肖
く
讀
ん
だ
.
0
#
數
60
, 

經
濟
學
者
等
が
斯
學
を
し
て一

層
：か
確
な
ら
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
^i

る
と
斷
宠
ぜ
る
と
時
を
同
也
ぅ
し
て
、
.他
の
大
集
調
は
之
れ
を
：
 

し
■て
吏
ら
に
實
際
的
に
し
て
實
業
家
に
對
し
，て
明
確
に
役
立
づ
も
ひ
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
準
僦
を
進
め
た
。
此
の
枭
圃
ば
：經
濟
學
が 

經
濟
紕
織
O '
理
論
化
を
持
續
し
、
若
し
く
は
之
れ
を
批
判
す
る
に
ょ
つ
て
卿
處
祀
於
い
て
も
利
得
す
を
こ
ど
杈
紮
^
釭

感

袅

？
、先
：
 

づ
第
ー
に
、
斯
く
の
如
ぎ
態
度
は
、
實
業
家
を
し
.て
、
經
濟
學
•者
等
が
過
激
免
義
者
で
あ
る
か
、
か
し
く
は
：

一

度
び
：誘
•惑
を
受
く
る
や 

.
M

e
r

v
y

n
.

c
r

c
b

a
u

g
h

,
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t
h
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r
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 t
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.
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七
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、
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四
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y
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9
3
7
, 

l
H
八

(

ニ

•四」
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直
ち
p
過
激
主s

#

と
爲
る
，の
處
れ
あ
り
と
做
す
の
疑
念
を
撒
か
し
む
る
に
至
つ
た

a

而
し
て
愈
々
益
々
'
諸
大
學
は
、
自
己
に
對
し 

.て
寄
附
行
爲
r
行
ひ
、
典
の
評
議
員
と
し
て
盡
カ
す
可
き
實
業
家
の
カ
.を
借
ら
ん
と
.し
つ
ム
あ
つ
た
が
故
に
、
彼
れ
等
の
鼢
疋
斯
く
の 

如
き
凝
念
が
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
と
ナ
る
な-ら
ば
、
そ
は
•あ
ら
ゆ
る
當
事
者
に
取
つ
て
遲
し
く
氣
味
の
.悪
い
も
の
で
あ
つ
た

‘で
あ
ら
ぅ
P 

斯
く
の
如
き
^;
藤
を
避
く
る
は
固
.よ
り
整
ま
し
い
こ
i
で
あ
つ
た
0而
し
て
逐
年
增
加
し
つ\
あ
0.
た
大
學
入
學
者
は
彼
れ
，等
を
し
ご
、 

摄
麼
時
間
^
.广
實
業
琢Q

入
と
^
!り
而
し
てW

萬
長
者
と
爲
るQ

準
備
を
行
は
，̂
む
可
きg

練
を
得
ん
と
す
るQ

念
が
最
も
切
な
る
の. 

觀
が
$>
,つ
た
。
^
く
し
て
、
這
舣Q

需
要
に
應
じ
て
、
極
め
て
短
少
な
る
期
間
內
に

「

屢

部

」

が
全
國
て
哀
つ
て
組
織
せ
ら
れ
た
。

■
而
し
て
經
濟
學
#
等
は
出
來
得
るg

り
實
際
的
と
爲
る
の
.
翁
を
感
知
し
.
、
.
急
速
に
理
論
の
敎
師
か
ら
-

商
業
、
鐵
.道
業
、駆
給(

.マ
! 

ヶ
ッ
.
チ
シ
メ)

、畜

產

、

小

蕩

及
S

廣

吿

術Q.

敎
授
H

Q

で
あ
る
。
.
是

れ
等
の
商

學
部
は
著
し
き
皮
對
と
疑
t

を
激
發
す
る 

こ
と
な
く
し
て
發
達
す
る
こ
と
を
|

か

づ

た
.°
-

多
く
の
黎
を
生
ぜ
.
し
め
た
最
初
の
問
題
の
一
は
、
經
濟
學
と
商
業
若
し
く
は
營
業 

の
間
に
8
せ
ら
る
可
き
;̂
密
な
る
分

界顧
.'

で
あ
.
つた
。
其

の
，.屯

題

を

實

際

的

方

法

に

於

い

て

敎

授

す

る
/
J
i能
は
.ざ
.る
：か
.若

：U
く
は
.之 

'
れ
を
欲
せ
ざ
る
舊
經
濟
學
敎
師
の
或
る
者
は
、「
經
濟
學
し
は
っ
商
業
し
よ
り
も
遙
か
に
廣
き
學
問
で
あ
ク
て
’
讀
然
分
立
せ
し
め
ら
右
可 

く

而
し
^
^
ら
く
十
位
の
も
の
と
し
て
證
せ
ら
る
可
I

と
を
主
張
す
る
。
他
方
に
於
ぃ
.
て
商
業
の
敎
授
た
ち
は
彼
れ
等
の
：主
題 

力
學
生Q

よ
り
多

4

吸
穸
し
從
つ
て
叉
、
彼
れ
等
の
部
門
が
よ
り
大
な
る
經
費
を
獲
得
し
得
る
が
敗
^

:T

彼
^ :

等
はr

商
學
部」

及
す 

「

_

經
營
學
■」

を
形
成
し
て
、
識
立
.に
行
動
す
る
こ
と
を
許
さ
る
、
か
、
若
し
く
は
彼
れ
等
は「

經
濟
學」

の
敎
授
を
支
：配
ず
可

き
も 

の

で
あ
る
i

を
：要

求

す
る
。
虚
し
て
商
學
部
は
總
べ
て
の
方
面
に
|

展

し

、

む

新

た

に

し

て

衫
«:
ぐ

可

き

科I
を

衆
用
し
、
纏 

が
.て「

原

價
| +
.
算」

か

ら「

手

荷

物

運

搬

」

や
r
JD
L

洗
ひ
の

方

蒙」
(

M
e

t
h

o
d

o
l

o
g

y

 

o
f

 

S

谷w
a

s
h

i
n

5

に

至

るp
、

.
典

の

欲

す

る

あ
^

 ̂

ゆ

る

商

賓

及

び

職

業

に

.對

じ

て

自

己

を

P
練
ず
る
こ
盖
覇
氣
あ
：'る
若
い
，

「
實
際
的
經
濟
學
者」

.に
：取

っ

て

之
れ
に
對
し
て「

經
濟
學」

敎
師
中
’
0

頑

固

な

者

は

「

商

業
..
<
-
が

諸

大

學

に

於

^;
て

敎

授

せ

ら

る

可

き

續

け

たo
:r
'.彼

れ

等

は

、
，
斯

く

.の

如

き

科

目

は

タ

イ

プ

ラ

イ

チ

シ
グ
や
速
德
と
共
に
、.
商

H

學
校
f c

屬
す
る
と
主
張
す
る
。
：.「

楚
濟
學
し
と 

「

商
學」

と
0

間
; ©

爭
議
は
，未
だ
完
全
に
落
着
し
て
は
ゐ
な
'

い
、
§

』

.
第
十
八
寧
に
於
.い
て
は
無
政
府
主
義
容
、
サ
；ンV

ィ
.カ
リ
ス
ト
、
ギ
ル
；論

S
f
H

義
者
1
第
十
九
章
に
於
い
：て
は
、
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ 

クX

と
其
の
':
5
;個
年
計
猶
、
1

|
十
章
.に
於
い
て
ま
ス
ァ
ッ
シ
ズ
ム
、
«

;
■

章
に
於
^
て
は
、
均

衡

馨

、
連
帶
主
義
者
、
全
體 

.，塞

者

、
圓

體

裏

紫

-
制
度
主
義
者
'
赛

壬

S

に
於
い
て
は
、
經
濟
的
計
»'
運
動
;'
-
デ
ク
ノ
ク
ラ
レ
イ
、
メ
丨
ジ
ャ
丨

.

.ダ
,
ラ

K

に
よ
つ
て
唱
へ
出
さ
:i t
た
ソ
ー
シ
ア
ル
•
ク
レ
デ
ィ
ッ
;ト

蓮

動

、
：
ア

ブ

>
 
ン
.
シ

シ

ク

レ

ー

ア

を

中

“
と
す
る「

カ
リ
フ
す
一
一
ア
に
於
け 

る
.貧

,©
_

也

運

動

即
.ち

.-
ビ
ッ
.ク
蓮
働
、
タ
ゥ
ン
や
ン
ド
養
巷
金
計
窗
等
の
.如
き
世
撂
的
不
景
氣
時
代
に
於
け
る
經
濟
的
思
索
、
第

一
一
十
三
：章
に
於
^
て
は
、
.共
産
主
義
及
び
：其
の
他
の
：過
激
的
思
潮
、
.第
一一

十

四

章

に

於

S

て

は
、

—

:
r

 •
デ

ィ1
ル

が

論

ぜ

ら

れ

.'て 

ゐ

る

？
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■
ぃ

-

著
容
は
卷
^

經
濟
的
展
望
し
に
於
い
て
言
ヶ
、「

資
本
.
由
義
は
其
.

の
，存
在
の
:

1

瓦
五
十
年
間
に
於
い
て
無
量
の
變
化
を
遂
げ
た
。
ア
ダ 

ム
•

ス
ミ
ス
は
彼
れ
が
あ
れ
政
ど
史
で
に
其
分
將
來
を
輝
か
し
く
描
寫
し
た
子
’

供
を
殆
ん
ど
認
識
す
る
こ
^

が
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
資
本 

■'
,

主
靡
は
變
化
を
»

妙
て
行
<

で
あ
.

ら
ぅ
0

ハ
問
^ ;
は
舊
制
度—

資
本
虫
義
、
利
潤
制
度
、
個
人
主
義
.

.

^

が
保
持(

せ
ら
名
i

や
否
や
で 

。
は

な

く

し
.

て
、
如
何
な
る
方
拘
に
於
い
て
、
又
如
何
に
急
速
に
此
の
制
度
は
.

推
移
す
る
か
で
あ
る」
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